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��L�が解であるから３
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D，E�は実数であるから，�D��E��，�D�E����は実数である。
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よって，��次方程式は　　 �[ �� �[ �[�� �
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したがって，他の解は　��，��L
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　割った余りを計算すると
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D，E�は実数であるから， �D � �E ，�DE�は実数である。

よって　　  ��D �E �，  �DE ��

すなわち　  ��D �E �　……�①，　DE �　……�②
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��次方程式�  ���[ D[ E ��について，解と係数の関係により５

　　　��つの解の　　和は��D，積は�E

また，�D，E�を���つの解にもつ���次方程式の���つが�  ��[ E[��D ��であるから
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この���次方程式の���つの解を�D，E�とし，判別式を�'�とする。６

この���次方程式が，異なる���つの解をもち，その解がともに���より大きいのは，次が成り

立つときである。
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この方程式の実数解が�[ ��だけであるのは，次の�>�@，>�@�の場合である。

>�@　��次方程式� �[ �D[�� ��が実数解をもたない場合

　判別式を�'�とすると
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